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その名のとおり、受付と分散会がスムーズに進められることに全てを懸けます！受付ブースでは３日間の夏期交が楽しく過ごせるよう、スタッフ一同心からの歓迎をさせていただきます。また、メイ








　夏期交流集会の開催まで残りわずかとなりました。


　現在、全道各地では、集会参加に向けての事前学習や準備等が進められていることと思います。


　交流集会を参加者だけのものに終わらせず、全地本・全単組総支部での運動に繋げていくためにも、自治体に働く青年部の仲間全員が、「職場レポート」「単組レポート」「アンケート」を活用した事前学習を行いましょう。


　「職場レポート」を使って職場の実態を明らかにし、「単組レポート」を基にして単組が置かれている状況をみんなで率直に議論してみてはいかがでしょうか。


私たちの職場では、賃金の独自削減や地域給の導入、勤務時間の延長といった労働条件の改悪がなされ、さらには正社員と非正規社員の格差の問題などに直面し、ま　








道内各地の仲間の職場状況を知ることで各自にとっての新たな発見があります。そんな仲間づくりをサポートします。総務班は現地実行委員会・道実行委員会各班と調整を図り、集会がスムーズに、楽しく、そして岩内での開催が皆さんの思い出に残るよう一生懸命がんばります。�
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この集会は、道本部青年部最大の集会です。前回の総括から「そこまで運営班が警備する必要があるのか」「自分たちを信用していない」といった声があります。ほとんどの参加者が事前にこの夏期交に臨む姿勢や意義など確認してきていると思います。しかし、２泊３日という集会の間で集中力が低下してしまう参加者がいるのも事








実です。運営班としては「参加者全員が集会に集中できる態勢を作り、何か一つでも持ち帰ってほしい」という思いで任務にあたります。私たちも陰となり日向となり参加者に寄り添っていますので、夏期交の成功に向けて共にがんばっていきましょう！！
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本番が近づいていますが、思うように進まずあせっています。でも周りの仲間に助けられかろうじて何とか準備しています。皆さんがしっかり楽しみながら学べるようにがんばります！





前回の集約の様子








　本番がいよいよ近づいてまいりました。


　記事にも書きましたが、皆さん事前の取り組みの方も忙しくなっているのではないでしょうか？


　道実行委員会としても、なんとか有意義な集会になるように、準備を進めているところではありますが、毎日不安を抱えながらの準備となっております。


　毎日の仕事を抱えながら準備作業・・本当に投げ出したくなることもあります。しかし、その気持ちを交流集会に持ち寄ることによって、「なぜ交流集会運動は必要なのか」「なぜ組合活動は必要なのか？」を発見できるのかもしれません。


　皆さんの抱えている思いを夏期交にぶつけましょう！


それでは岩内町で会いましょう！





せま過ぎ！あとがきをみてください。
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た青年部組織については、新規採用の抑制により組織の構成人数が減少し続けるという厳しい現実にさらされています。


　このような問題を解決するために何が出来るのか、北海道青年部夏期交流集会実行委員会が発行しているこの「実行委員会ニュース」なども積極的に活用しながら、情勢や集会の意義を確認し、学習を強化しましょう
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ンの職種別分散会ではできる限り同じ業務内容の参加者同士で職場の課題を出し合い活発な議論ができるようサポートします。�班長は岩内が誇るゆるキャラ・「べに子」に似てるともっぱらの噂・・・





①「職場レポート」「単組レポート」「アンケート」は、11部ずつ持ち寄りましょう。


これらは集会参加のうえで、とても重要なものです。必ず持参しましよう。


②また、二泊三日を快適にすごすため、虫除け対策や、雨・暑さ・寒さ対策を万全にしましょう。


気温対策は、特に寒さに注意して、十分すぎるくらいの準備をしましょう。


③キャンプなので、下に敷くブルーシート・寝袋は持参となります。忘れずに！


地本や単組内でしっかりと再点検し、忘れ物のないよう集会に臨みましょう。
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いつになったら解散するのか？


　私たちはこんな思いを昨年から持ちながら


生活してきました。


　この間、自民党を中心とした与党による、


人気取りとしか考えられない政策が連発され、その度に私たちの職場は振り回されている。そのような声が先に行われた政治集会で


出されていました。


　しかし、いよいよ衆議院選挙は迫ってきた


　名古屋、さいたま、千葉そして静岡と自民党は政令指定都市の大型選挙で四連敗した。それにより、麻生内閣は、解散権を行使することがきびしくなったと伝えられているが、確実に８月・９月には選挙が行われる。


　小泉改革以降、私たちを含め多くの住民が


ガマンし疲弊してきている。しかし、今まではガマンしてきたが、そのガマンが限界に達している証拠が自民党の政令指定都市での連敗につながっているのではないか？


　地域住民の代弁者の役割を担っている私たちは今こそ立ち上がるときではないのか？


　職場実態討論から仲間の思いを共有し、衆議院選挙にぶつけよう！


　今こそ私たちの声をぶつけられる民主党の勝利をめざそう！



































※　写真は前回夏期交の


　　ものです。








